
　

東
大
阪
市
の
国
史
跡
・
重
要
文
化
財
で
あ
る 

鴻
池
新
田
会
所
。
令
和
５
年
か
ら
の
約
２
年
半

に
及
ぶ
耐
震
補
強
を
含
む
保
存
修
理
工
事
を

終
え
、
昨
年
10
月
に
一
般
公
開
を
再
開
し
た
。

　

同
会
所
は
宝
永
期（
１
７
０
０
年
代
初
頭
）

に
大
阪
の
豪
商
・
鴻
池
善
右
衛
門
宗
利
が
新

田
開
発
を
進
め
た
際
の
管
理
事
務
所
を
起
源

と
す
る
歴
史
的
建
造
物
で
あ
る
。
本
屋
・
米

蔵
・
道
具
蔵
・
屋
敷
蔵
・
文
書
蔵
な
ど
の
建

物
群
は
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
お

り
、
江
戸
時
代
の
様
子
を
伝
え
る
貴
重
な
史

跡
と
な
っ
て
い
る
。

　

会
所
敷
地
の
東
側
は
、
弁
天
池
を
中
心
と

し
た
池
泉
回
遊
式
庭
園
（
約
２
，６
０
０
㎡
）

と
し
て
整
備
さ
れ
、
橋
や
石
組
、
樹
木
の
配

置
な
ど
が
見
ど
こ
ろ
で
、 

四
季
の
風
景
と
歴

史
的
空
間
の
両
方
を
楽
し
め
る
。
ま
た
、
道

具
蔵
で
は
当
時
の
農
具
を
は
じ
め
と
し
た
民

具
の
展
示
を
通
じ
て
、
江
戸
時
代
の
新
田
開

発
や
農
業
・
暮
ら
し
の
様
子
が
わ
か
り
、
訪

れ
る
だ
け
で
昔
の
人
々
の
日
常
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
、
当
時
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
よ

う
な
気
分
に
な
れ
る
。

　

公
開
再
開
後
は
、
会
所
の
役
割
や
鴻
池
家

の
新
田
開
発
の
歴
史
を
解
説
す
る
ガ
イ
ド
ツ

ア
ー
を
は
じ
め
、
企
画
展
示
・
歴
史
講
座
・

河
内
木
綿
の
織
り
体
験
な
ど
の
伝
統
体
験
会

が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
実
物
資
料
に
触
れ
な

が
ら
歴
史
を
学
ぶ
機
会
は
教
科
書
で
は
得
ら

れ
な
い
臨
場
感
を
も
た
ら
す
と
、
多
く
の
参

加
者
か
ら
好
評
を
得
て
い
る
。

　

鴻
池
新
田
会
所
は
文
化
財
と
し
て
の
保
存

を
重
視
し
な
が
ら
も
、
積
極
的
な
活
用
を
図

る
こ
と
で
、
地
域
住
民
や
学
校
教
育
、
観
光

客
と
の
接
点
を
広
げ
、
今
後
ま
す
ま
す
歴
史

の
語
り
部
と
し
て
の
役
割
が
期
待
さ
れ
る
。

鴻
池
新
田
会
所
が
約
２
年
半
ぶ
り
に
再
オ
ー
プ
ン
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